
林
地
荒
廃
現
象
か
ら
み
た
朝
鮮
半
島
南
部
の
歴
史
的
地
域
構
造

千

葉

爾

徳

林地荒廃現象からみた朝鮮半島南部の歴史的地域構造

著
者
は
、

一
九
五
五
年
に
東
部
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
為
的
な
林
地
荒
廃
現
象
を
予
察
的
に
ま
と
め
、
こ
の
現
象
が
進
ん
で
い
る
地
方
と

し
て
中
国
及
び
朝
鮮
を
あ
げ
た

T
)
。
そ
の
要
旨
を
摘
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
地
方
で
は
、
自
然
的
諸
要
素
が
、
植
生
に
対
し
て
必
ら
ず
し
も
充
分
な
再
生
条
件
を
そ
な
え
て
い
な
い
。
し
か
も
、
古
代
か
ら

人
口
が
調
密
で
、
林
野
生
産
物
を
過
度
に
採
取
刺
用
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
林
地
植
生
は
再
生
困
難
と
な
り
、
は
げ
山
型
の
荒
廃

に
お
ち
い
り
や
す
い
量
1
)
。
特
に
そ
れ
を
促
進
し
た
の
は
、
こ
の
地
域
が
水
稲
耕
作
を
主
と
し
て
多
量
の
緑
肥
を
使
用
す
る
と
と
、
な
ら

び
に
林
野
の
管
理
暖
式
が
古
い
村
山
治
共
同
体
に
ま
か
せ
ら
れ
、
植
生
の
保
護
に
つ
い
て
の
配
慮
が
之
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

社
会
的
特
性
が
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
歴
史
的
性
格
と
し
て
地
域
的
な
は
げ
山
型
林
地
荒
廃
を
発
現
せ
し
め
た
と
。
ま
た
、
か
よ
う
な
一
般

的
傾
向
は
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
そ
の
植
民
地
化
の
方
向
が
強
ま
っ
た
十
九
世
紀
末
か
ら
い
ち
じ
る
し
く
な
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
は
当
時
一
覧
し
え
た
資
料
に
よ
る
、
あ
ま
り
に
も
概
括
的
な
展
望
で
あ
っ
て
、
個
々
の
地
域
に
お
け
る
、
よ
り
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詳
細
な
具
体
的
諮
要
素
の
間
に
あ
る
作
用
連
関
が
、
林
地
荒
廃
現
象
を
発
生
さ
せ
る
機
構
を
、
構
造
的
に
と
ら
え
て
い
る
と
は
い
え
な

ぃ
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
の
点
で
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
る
意
図
を
以
て
、
朝
鮮
半
島
で
も
特
に
荒
廃
の
甚
だ
し
い
南
部
を
中
心
に
考
察
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す
る
こ
と
と
し
た
。

資
料
と
し
て
、
最
も
有
効
に
利
用
し
た
の
は
、

一
九

O
五
年
に
半
島
南
部
の
土
地
農
産
調
査
旅
行
を
行
な
っ
た
有
働
良
夫
・
染
谷
良

作
・
松
岡
長
蔵
三
氏
の
踏
査
日
誌
(
以
下
日
誌
と
い
う
)
で
あ
る

2
3

ま
た
、
閉
じ
時
期
に
同
じ
目
的
で
半
島
中
部
を
調
査
し
た
小
林

房
次
郎
・
中
村
彦
両
氏
の
報
告
も
有
益
で
あ
る

2
3
そ
の
他
い
く
つ
か
の
資
料
を
利
用
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
本
文

中
に
記
す
と
と
と
す
る
。

(
註
一
)
山
地
の
乾
燥
部
に
当
っ
て
、
土
砂
が
こ
ま
か
い
粒
子
と
な
っ
て
流
亡
し
、
植
生
回
復
の
困
難
な
単
粒
構
造
の
酸
性
土
壌
を
生
じ
、
そ
の
た
め
は

げ
山
が
出
現
す
る
。
〔
千
葉
徳
爾
・
は
げ
山
の
研
究
(
一
九
五
六
)
参
照
〕

朝
鮮
半
島
の
林
地
荒
廃
は
、
主
と
し
て
そ
の
南
部
に
多
く
、
特
に
洛
東
江
琉
域
に
全
体
の
約
五

O
Mが
集
中
し
て
い
る
つ
さ
き
の
予
察

で
は
、
か
よ
う
な
荒
廃
が
一
九
世
紀
の
中
期
以
後
に
発
生
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
土
地
が
、
京
畿
道
の
各
地
に
あ
る
こ
と
を
記
し
た
。
同
様

の
記
事
は
忠
清
・
慶
尚
な
ど
、
半
島
南
部
の
各
地
に
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
例
を
あ
げ
れ
ば

(

4

)

、

「
忠
清
南
道
扶
余
郡
。
燃
料
ハ
郡
内
ニ
テ
漸
ク
支
フ
位
ナ
リ
。
樹
木
ハ
次
第
-
一
減
ズ
。

同
石
城
郡
。
燃
料
ハ
不
足
ナ
シ
。
附
近
ノ
山
ハ
皆
禿
ケ
タ
レ
ド
モ
、
古
老
ノ
伝
説
ニ
ヨ
レ
パ
古
昔
ハ
樹
木
ア
リ
シ
ト
云
フ
。
」

「
慶
尚
北
道
安
東
郡
。
古
老
ノ
説
-
一
ヨ
レ
パ
、
今
ヲ
距
ル
五
十
余
年
前
ハ
山
林
茂
リ
テ
山
砂
流
レ
ズ
。
江
流
モ
深
タ
シ
テ
常
ニ
船
ノ
往
来
ア
リ
υ

冬
季

減
水
ノ
時
ト
難
モ
水
深
五
尺
ニ
及
ヒ
シ
ガ
、
ソ
ノ
後
山
火
ト
濫
伐
ノ
為
-
一
林
木
尽
キ
テ
ヨ
リ
、
土
砂
ヲ
崩
流
シ
今
日
ノ
悲
境
ニ
陥
レ
リ
ト
(
5
v
。」

な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
荒
廃
が
そ
の
よ
う
な
新
ら
し
い
発
生
か
否
か
を
う
た

が
わ
ぜ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
著
者
が
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に

(
E
、

林
地
の
は
げ
山
型
荒
療
の
進
行
は
、

住
民
の
個
々
の
人
が
一
代
生
存



し
て
い
る
期
聞
に
、
顕
著
な
変
化
を
示
す
ほ
ど
急
速
で
あ
る
場
合
は
、
極
め
て
稀
だ
と
い
っ
て
よ
い
c

現
に
そ
の
よ
う
な
土
地
も
あ
る
。

た
と
え
ば
干
℃

「
忠
清
南
道
稜
山
郡
。
燃
料
過
不
足
ナ
シ
。
禿
山
多
キ
ハ
数
百
年
前
ヨ
リ
ノ
コ
ト
ナ
り
。
」

と
い
う
よ
う
な
土
地
が
普
通
で
あ
り
、
燃
料
や
木
材
が
急
激
に
不
足
し
た
と
か
、
土
砂
の
流
出
に
よ
っ
て
耕
地
・
宅
地
・
水
路
な
ど
が
理

林地荒廃現象からみた朝鮮半島南部の歴史的地域構造

没
す
る
と
か
、
何
か
い
ち
じ
る
し
い
変
動
が
生
活
上
に
お
と
っ
て
、
は
じ
め
て
林
地
荒
廃
が
意
識
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
ο

朝
鮮
半
島

は
日
本
列
島
よ
り
湿
度
が
低
く
、
温
量
も
之
し
い
け
れ
ど
も
、

一
、
二
回
の
林
木
伐
採
に
よ
っ
て
直
ち
に
土
壊
侵
蝕
が
激
化
し
て
植
生
の

再
生
が
阻
止
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
日
本
の
場
合
で
も
、
第
三
紀
の
粘
土
質
砂
牒
層
も
し
く
は
深
部
層
化
に
よ
っ
て
陶
土
化
の
進
ん

だ
粗
粒
花
商
岩
の
丘
陵
地
が
、
腐
植
質
の
表
層
を
急
激
に
破
壊
さ
れ
た
と
き
、
は
じ
め
て
住
民
が
一
代
の
う
ち
に
気
づ
く
ほ
ど
の
は
げ
山
型

荒
廃
が
進
行
す
る
。
そ
の
実
例
は
急
激
な
経
済
生
活
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
お
こ
っ
た
淀
川
流
域
の
松
根
採
掘
地
と
、
濃
尾
陶
業
地
帯
の
陶

土
採
取
地
の
み
に
み
と
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
半
島
で
も
、
植
生
の
再
生
を
妨
げ
、
表
層
土
の
団
粒
構
造
を
破
壊
す
る
の
に
、
最

も
有
力
な
気
候
要
素
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
無
降
水
最
大
継
続
日
数
は
、
内
陸
部
で
も
日
本
の
瀬
戸
内
海
地
域
と
ほ
ぼ
等
し
い
(
8
3

そ
れ

に
、
日
本
に
お
け
る
は
げ
し
い
林
地
荒
廃
の
動
因
と
な
っ
た
急
激
な
経
済
的
変
動
は
、
こ
れ
ま
で
朝
鮮
の
歴
史
の
上
で
は
み
と
め
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
日
本
の
は
げ
山
地
域
よ
り
も
は
る
か
に
広
大
な
林
地
荒
廃
が
、
短
期
間
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
理
解
し
が
た
い
。
む
し
ろ
、
朝
鮮
半
島
の
は
げ
山
型
荒
廃
に
は
、
こ
れ
を
発
生
さ
せ
た
地
域
の
構
造
に
、
日
本
と
多
少
異
な
っ
た

機
構
を
み
と
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
c
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半
島
南
部
の
林
地
状
態
に
つ
い
て
、
「
日
誌
」
は
次
の
よ
う
な
観
察
を
記
し
て
い
る
。

「
万
頃
|
|
全
州
。
'
て
山
野
。
山
林
松
樹
和
h

多
シ
。
傑
ハ
人
家
附
近
ニ
点
在
ス
。
雑
草
ハ
採
取
セ
ラ
レ
テ
一
種
ノ
美
観
ヲ
成
シ
、
稚
松
其
校
ヲ
切
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取
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
多
シ
D

光
州

i
l羅
州
。
て
山
野
。
禿
山
緒
山
多
ク
、
殊
-
一
光
州
附
近
ニ
甚
シ
キ
ヲ
見
ル
。
(
中
略
)
松
樹
ハ
稚
松
多
シ
。
竹
薮
ハ
村
落
ニ
ハ
大
抵
存
在
シ
、

羅
州
域
内
ニ
ハ
粉
々
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
タ
リ
。
雑
草
ハ
能
ク
刈
取
ラ
レ
ア
リ
。

長
城

l
l光
州
。
一
、
山
野
。
光
州
-
一
近
キ
丘
陵
崩
壌
盛
ナ
ル
処
ア
リ
。
光
州
平
野
中
ニ
ハ
芦
田
(
註
1
)
少
ナ
カ
ラ
ス
。
丘
陵
中
松
ノ
茂
レ
ル
所
モ
ア
レ

ト
モ
、
一
般
ニ
競
禿
ニ
シ
テ
救
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
地
ア
リ
。
(
中
略
)
山
野
ノ
雑
草
落
葉
ハ
精
巧
ニ
刈
取
リ
、
又
ハ
採
取
セ
ラ
レ
ア
リ
。

楽
安

1
1順
天
。
一
、
山
野
。
山
火
事
ノ
跡
点
在
ス
ル
ヲ
認
ム
。
竹
ハ
所
h

ニ
ア
リ
、
生
育
亦
可
ナ
リ
。
山
ハ
多
ク
禿
ゲ
樹
木
少
シ
。
下
草
モ
残
レ
ル

所
少
シ
。
松
ハ
赤
黒
共
-
一
存
在
ス
。
落
葉
ヲ
鐙
キ
集
メ
ン
ト
シ
テ
、
山
中
ニ
散
在
ス
ル
韓
人
恰
カ
モ
鶴
ノ
群
集
ス
ル
ガ
如
シ
。

阿
火

l
l大
郎
。
一
、
山
野
。
丘
陵
ハ
勿
論
山
岳
亦
樹
木
ニ
乏
シ
。
大
ナ
ル
砂
川
及
砂
堤
ハ
諸
所
一
一
見
ル
。
山
林
ハ
下
草
落
葉
能
ク
掻
キ
採
レ
ル
処
多

夕
、
山
骨
現
レ
緒
山
少
カ
ラ
ス
。
大
郎
ニ
近
ツ
ク
ニ
従
ヒ
殊
ニ
其
然
ル
ヲ
覚
ュ
。

竜
宮

l
i洛
東
。
一
、
山
野
。
到
ル
処
赫
山
多
シ
。
殊
ニ
尚
州
附
近
ニ
甚
シ
キ
ヲ
認
ム
。
(
中
略
)
下
草
落
葉
等
ハ
悉
ク
採
取
セ
ラ
ル
。
殊
ニ
甚
シ
キ

ハ
芝
ヲ
掘
取
リ
集
メ
去
ル
ゴ
ト
ナ
リ
。
故
ニ
山
野
山
朋
壌
セ
ザ
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
0

(

中
略
)
砂
磯
多
キ
ヲ
以
テ
園
場
ζ

集
メ
テ
丘
ヲ
為

ス
。
農
民
ハ
実
ニ
砂
荒
レ
ト
奮
戦
苦
闘
シ
ツ
ツ
ア
リ
。
」

と
れ
ら
か
ら
み
て
も
、
概
観
す
れ
ば
地
表
植
生
の
採
取
程
度
が
林
地
荒
廃
の
程
度
に
、
比
例
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
李
朝
末
期
、
林
政
が
最
も
ふ
る
わ
な
か
っ
た
と
の
時
代
の
観
察
に
よ
っ
て
も
、
近
世
初
期
の
日
本
で
み
ら
れ
た
松
根
採

掘
の
よ
う
に
、
地
表
土
層
を
掘
取
っ
て
破
壊
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
荒
廃
作
用
は
朝
鮮
半
島
の
大
半
の
土
地
で
は
、
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
、
こ
の
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
点
で
、
単
な
る
植
生
採
取
方
式
と
し
て
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
日
本
列
島
の
入
会
林
地
の
植

生
破
壊
を
こ
え
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
も
、
と
こ
で
は
村
落
人
口
密
度
は
日
本
よ
り
も
少
な
い
し
、
入
会
権
も
後
述
す
る
よ
う

に
確
立
し
て
い
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
臼
本
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
も
し
入
会
地
の
管
理
不
充
分
が
荒
廃
を
も
た
ら
し

た
主
要
因
と
す
れ
ば
、

日
本
の
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
大
規
模
な
林
地
荒
廃
に
果
し
て
い
た
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。

平
熊
友
明
氏
は
、
そ
の
朝
鮮
森
林
視
察
復
命
書
F
9
〕に、



林地荒廃現象からみた朝鮮半島南部の歴史的地域構造

「
惟
フ
ニ
文
禄
ノ
役
数
マ
リ
テ
朝
鮮
上
下
ノ
疲
弊
甚
シ
ク
、
殿
楼
宮
街
凡
テ
灰
燈
-
一
帰
シ
、
其
ノ
造
営
改
築
ハ
弥
多
ク
民
ノ
膏
血
ヲ
搾
ル
ニ
至
レ
リ
。

加
之
、
古
来
王
土
王
臣
ノ
主
義
ハ
中
央
ノ
権
威
漸
ク
衰
フ
ル
ニ
及
ヒ
テ
、
政
権
全
タ
地
方
ニ
移
リ
、
土
地
ハ
即
チ
土
豪
ノ
私
領
ト
ナ
リ
、
人
民
ハ
即
チ

其
私
民
ト
化
シ
、
収
数
日
二
車
一
ク
シ
テ
百
姓
備
蓄
ナ
シ
。
偶
h

少
シ
ク
余
財
ア
ル
モ
ノ
ア
ラ
ハ
忽
チ
占
奪
ノ
災
禍
ヲ
受
ヶ
、
漸
タ
赤
裸
ノ
民
ヲ
駆
テ
都

邑
ヨ
リ
山
地
ニ
一
遮
鼠
セ
シ
ム
ル
ニ
一
全
レ
リ
。
即
チ
山
林
ハ
彼
等
ノ
楽
園
ト
シ
テ
到
ル
処
冒
墾
火
耕
ノ
巷
ト
変
シ
、
産
業
ノ
精
神
滅
尽
シ
テ
食
フ
ヲ
以
テ

足
レ
リ
ト
ナ
シ
、
封
禁
ノ
諸
山
モ
朝
威
ノ
衰
類
ハ
、
遂
ニ
撞
ニ
之
ヲ
研
伐
シ
テ
何
等
答
ム
ル
モ
ノ
ナ
夕
、
流
民
ノ
回
土
ナ
キ
モ
ノ
、
彼
等
ノ
為
メ
ニ
無

用
ノ
長
物
タ
ル
林
木
ヲ
焼
棄
シ
テ
、
之
ニ
火
田
ヲ
開
キ
、
剰
へ
辺
将
守
令
、
其
火
田
ニ
ヨ
ル
俸
税
ヲ
喜
ン
テ
敢
テ
之
ヲ
禁
断
セ
ス
。
彼
ノ
香
炭
山
ノ
制

度
{
註
2
)
ノ
如
キ
、
時
代
ノ
推
移
ハ
呑
炭
変
シ
テ
火
莱
炭
ナ
ル
名
称
ト
ナ
リ
、
即
チ
香
炭
山
ヲ
開
墾
シ
テ
其
収
穫
セ
ル
粟
ヲ
上
納
ス
レ
パ
、
公
然
火
回
冒

耕
ヲ
許
サ
ル
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
。
」

と
述
べ
て
、
林
地
荒
廃
の
主
因
を
焼
畑
耕
作
に
求
め
て
い
る
。
火
田
そ
の
も
の
が
、
一
経
済
段
階
と
し
て
原
始
的
で
あ
り
、
古
来
朝
鮮
半
島

各
地
に
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
而
}
。

一
氏
が
引
用
し
た
「
英
祖
実
録
」
に
、

こ
の
方
式
が
李
朝
に
入
っ
て
も
な
お
広
く
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
小
池
洋

「
英
祖
十
三
(
一
七
三
六
)
年
、
火
田
町
一
際
以
上
禁
断
w

山
腰
以
下
家
集
計
弐

i
l火
回
一
此
官
ど
ハ
等
一
ー
ー
。

随
ν
起
収
v
税
。
火
回
二
十
五
日
耕
(
註
3
〕
為
二
結
ご

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
山
腰
以
上
が
禁
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
炎
は
下
か
ら
上
へ
焼
き
上
が
る
の
だ
か
ら
、
延
焼
す
る
場

合
も
少
な
く
あ
る
ま
い
。
平
熊
氏
も
、
そ
の
報
告
の
中
に
、

「
林
野
ノ
火
災
ニ
付
テ
ハ
、
彼
等
ハ
極
メ
テ
己
ム
ヲ
得
サ
ル
場
合
ノ
外
、
煙
管
ヲ
放
タ
サ
ル
カ
為
メ
、
偶
其
煙
草
ノ
火
ヨ
リ
山
野
ヲ
焼
尽
シ
タ
ル
例
、

ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
、
概
ネ
火
回
ノ
開
袈
ノ
タ
メ
若
グ
ハ
、
ソ
レ
ヨ
リ
火
田
区
域
外
山
林
ニ
延
焼
シ
タ
ル
モ
ノ
多
キ
ニ
居
ル
。
〈
中
略
)
夏
季
ニ
於
テ

モ
往
h

之
ヲ
見
ル
コ
ト
少
ナ
カ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
春
秋
二
季
最
多
ク
、
朝
鮮
全
土
ヲ
挙
ケ
テ
到
ル
処
、
天
色
為
メ
ニ
灰
変
セ
ン
ト
ス
。
而
シ
テ
其
暴
威
ノ

跡
最
モ
惨
然
タ
ル
モ
ノ
ヲ
江
原
道
ト
ナ
ス
。
」
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と
記
載
し
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
火
田
侵
耕
が
、
広
大
な
林
地
荒
廃
の
主
因
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
証
拠
は
正
常
な
気
候
的
極
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盛
相
が
林
相
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
否
か
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

註
(
1
)
芦
田
と
は
、
排
水
不
良
な
湿
地
に
芦
が
生
え
、
そ
の
一
部
を
切
り
ひ
ら
い
て
水
稲
を
栽
培
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

(
2
)
呑
炭
山
と
は
、
李
朝
陵
園
に
使
用
す
る
薪
炭
用
の
山
林
を
さ
す
。
そ
の
落
葉
下
草
類
は
住
民
の
採
取
に
ま
か
せ
、
伐
木
な
ら
び
に
耕
作
牧
畜
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
は
禁
ず
る
。
春
秋
に
採
取
物
の
代
償
と
し
て
植
林
の
義
務
を
課
し
た
。

(
3
)
日
耕
は
面
積
単
位
で
、
一
人
の
壮
丁
が
一
匹
の
牛
を
使
用
し
て
一
日
に
耕
や
し
う
る
畠
面
積
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
結
は
課
税
単
位

で
あ
っ
て
、
一
定
収
量
の
耕
地
に
対
す
る
課
税
額
を
一
示
す
に
用
い
ら
れ
る
。

半
島
中
南
部
の
温
帯
林
と
し
て
は
、
ア
カ
マ
ツ
・
イ
ヌ
シ
デ
・
ア
カ
シ
デ
・
コ
ナ
ラ
・
ク
リ
・
ケ
ヤ
キ
・
シ
ナ
ノ
キ
・
ハ
ル
ニ
レ
な
ど

多
く
は
落
葉
広
葉
樹
か
ら
成
っ
て
い
る
c

と
こ
ろ
が
、
黄
海
道
・
江
原
道
な
ど
で
は
〔
与
、

「
広
ク
火
回
ノ
蚕
蝕
ヲ
重
ネ
、
変
化
ヲ
加
へ
テ
遂
ニ
今
日
耐
火
性
ニ
富
メ
ル
杵
・
柏
・
み
ず
な
ら
等
ノ
稚
樹
甚
タ
多
キ
ニ
至
レ
リ
」

と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
平
安
北
道
の
一
例
を
第
一
表
に
示
し
て
お
い
た
c

小
林
・
中
村
両
氏
は
、

「
焼
畑
ハ
京
畿
道
・
江
原
道
ノ
山
間
部
-
一
点
々
行
へ
ル
ヲ
目
撃
セ
リ
。
蓋
シ
此
等
ノ
山
地
-
一
一
於
テ
ハ
、
土
地
ノ
所
有
不
明
瞭
ニ
シ
テ
、
手
ヲ
着
ク
レ
パ

岩
手
者
ノ
有
ト
ナ
リ
、
棄
ツ
レ
パ
復
タ
広
キ
意
味
ニ
於
ケ
ル
所
諸
王
土
ト
ナ
リ
テ
皇
帝
ノ
有
ユ
一
帰
ス
ル
如
キ
状
態
ノ
場
所
多
シ
。
従
テ
適
宜
ノ
場
所
ニ

於
テ
焼
畑
ハ
無
雑
作
-
一
行
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
焼
畑
ハ
此
ノ
如
キ
制
限
ナ
キ
方
法
ヲ
以
テ
行
ハ
レ
得
ル
ガ
故
ニ
、
年
h

山
間
人
民
ハ
自
然
林
ノ
欝
蒼
タ
ル
モ

ノ
ヲ
モ
顧
ミ
ル
コ
ト
ナ
夕
、
樹
ヲ
切
り
倒
シ
又
ハ
皮
ヲ
剥
キ
テ
立
チ
ナ
カ
ラ
枯
死
セ
シ
メ
、
火
ヲ
放
チ
テ
焼
畑
ト
ナ
シ
、
粟
・
蕎
麦
等
ヲ
栽
培
ス
ル
コ

ト
多
シ
。
」

半
島
南
部
の
状
態
と
し
て
は
、
全
北
興
徳
湾
北
岸
の
辺
山
の

と
報
告
し
て
い
る
か
ら
品
二
両
者
の
地
域
的
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
う
。

林
相
が
、
山
火
後
の
状
態
を
示
す
も
の
で
、



林地荒廃現象からみた朝鮮半島南部の歴史的地域構造

(1912) 

|生泉地区l新倉地区ド土倉地区

針葉樹 林 6・3% 9.9% 16.9% 

広葉 樹林 11. 0 6.2 0.9 

稚樹散生地 5.9 2.7 2.7 

火田跡 地 76.0 79.5 72.7 

その他 0.8 1.7 7.0 

〔朝鮮森林視察復命書ニヨリ千葉計算3

「
辺
山
ハ
全
羅
北
道
興
徳
湾
ノ
北
方
-
一
筆
へ
、
林
野
面
積
約
一
万
五
千
町
歩
ニ
シ
テ
、
古
ハ
松
ノ
美
林
ナ
リ

シ
ト
難
ト
モ
、
今
ハ
山
火
多
ク
草
生
地
及
稚
樹
地
大
部
分
ヲ
占
メ
、
成
林
地
ハ
全
面
積
ノ
約
三
分
ノ
一
位
タ

ル
ベ
夕
、
用
材
林
木
少
ク
シ
テ
マ
ツ
・
ク
ヌ
ギ
・
ナ
ラ
ノ
薪
炭
用
森
林
ヲ
形
成
セ
ル
ノ
ミ
」

第 1表

平安南道寧遠国有林植生比率

と
あ
る
よ
う
に
、
中
部
、
北
部
と
同
様
に
稚
樹
散
生
の
景
観
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
F
U
E

し
た
が
っ
て
、

一
九
一

O
年
に
発
表
さ
れ
た
「
朝
鮮
林
野
分
布
図
」
P
U
)

の
示
す
稚
樹
発
生
地
の
大
都

分
は
、

お
そ
ら
く
林
木
伐
採
に
よ
る
荒
廃
過
程
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、
火
回
跡
地
及
び
そ
れ
に

伴
な
う
山
火
跡
地
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
成
・
有
働
両
氏
の
報
告
も
戸
時
)
、
当
時
の
半
島
南
部
に
お
け
る
焼
畑
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

「
焼
畑
ハ
全
州
ノ
南
方
山
間
ニ
於
テ
多
少
之
レ
有
ル
ヲ
実
見
セ
リ
ト
雄
モ
、
其
他
-
一
一
於
テ
ハ
極
メ
テ
稀
ナ

リ
。
蓋
シ
全
羅
・
慶
尚
両
道
ニ
在
リ
テ
ハ
、
山
野
己
ニ
荒
廃
シ
焼
畑
ト
為
ス
ヘ
キ
処
甚
タ
乏
シ
夕
、
又
燃
料
欠
乏
セ
ル
カ
故
ニ
、
焼
畑
ト
為
シ
穀
実
ヲ

得
ン
ヨ
リ
モ
、
先
ツ
燃
料
ヲ
得
ル
ニ
汲
h

タ
ル
ニ
依
ル
。
然
レ
ト
モ
適
去
ヲ
追
想
ス
レ
パ
、
焼
畑
ハ
甚
タ
盛
ナ
リ
シ
時
代
ア
リ
シ
ナ
ル
ヘ
ク
、
山
野
/

現
状
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
レ
ル
原
因
、
蓋
シ
是
正
存
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
」

こ
の
地
方
が
古
く
か
な
り
の
火
回
が
あ
っ
た
こ
と
を
芳
え
さ
せ
る
の
は
、
間
報
告
が
引
用
し
た
「
大
韓
地
誌
」
所
載
の
全
羅
・
慶
尚
商

道
各
郡
別
の
火
結
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
火
田
に
対
す
る
地
租
額
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
が
ど
れ
ほ
ど
正
確
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ

一
九
一

O
年
の
林
野
分
布
図
に
示
さ
れ
る
火
田
地
域
と
対
照
し
た
第
一
図
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
い
く
つ
か

ろ
う
が
、
そ
の
分
布
状
態
を
、
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の
事
実
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
結
数
の
数
字
は
、
行
政
の
み
だ
れ
た
時
期
に
は
実
際
よ
り
少
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
け

れ
ど
も
、
火
結
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
火
田
が
多
少
と
も
実
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
分
布
範
囲
(
地
点
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と
し
て
で
な
く
〉
を
考
え
れ
ば
、
火
回

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
地
域
を
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
1
図
で
み
る

よ
う
に
、

「
大
韓
地
誌
」
が
示
す
火
回

地
域
は
、
ひ
ろ
く
洛
東
江
・
鎗
津
江
・

栄
山
江
の
流
域
に
わ
た
っ
て
い
た
。
特

に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

一九

O
五
年
の

第 1 図

踏
査
当
時
に
は
、
既
に
は
げ
し
い
土
砂

流
出
の
あ
っ
て
、
火
固
に
す
る
こ
と
も

で
き
ぬ
林
地
の
み
で
あ
る
と
い
う
安

東
光
州
な
ど
の
附
近
に
、
火
結
数
の
多

い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
と
で
あ
る
。
ま

た
一
九
一

O
年
の
火
団
地
分
布
が
、

「
大
韓
地
誌
」
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
は
る

か
に
縮
少
し
、
か
つ
奥
地
の
み
に
存
在

す
る
と
と
も
認
め
ら
れ
る
。

「
大
韓
地

誌
」
の
火
結
が
定
め
ら
れ
た
年
代
に
つ



い
て
の
明
ら
か
な
知
識
が
得
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
編
纂
時
(
註
と
よ
り
も
か
な
り
淵
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
日
誌
」
で
は
、
最
も
火
結
数
の
多
か
っ
た
義
城
か
ら
安
東
附
近
に
つ
い
て
、

「
一
、
砂
没
。
排
水
溝
ニ
充
満
セ
ル
砂
ヲ
渋
ヒ
ツ
ツ
ア
リ
0

(

中
略
)
我
等
ハ
山
奥
而
モ
洛
東
ノ
上
流
ノ
上
流
ナ
レ
パ
、
多
少
水
源
モ
見
ラ
レ
ン
カ
ナ

ド
予
想
セ
シ
ニ
、
計
ラ
サ
リ
キ
、
山
ノ
奥
程
却
テ
赤
禿
ケ
甚
シ
キ
ヲ
覚
ュ
。
安
東
・
竜
宮
・
尚
州
附
近
ア
小
官
等
ノ
担
当
区
域
中
、
山
野
最
モ
荒
廃

ニ
帰
シ
タ
ル
地
方
ナ
リ
。
」

林地荒廃現象からみた朝鮮半島南部の歴史的地域構造

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
安
東
の
定
農
の
言
と
し
て
、

「
四
五
十
年
前
迄
ハ
樹
木
多
カ
リ
シ
モ
、
野
火
ガ
原
因
ト
ナ
リ
テ
焼
払
ハ
ル
ル
ト
共
ニ
、
盗
伐
甚
タ
シ
夕
、
以
テ
今
日
ノ
惨
状
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」

と
も
記
し
て
い
る
。
と
の
資
料
を
基
礎
に
、

一
九

O
五
年
か
ら
逆
算
し
て
み
る
と
、
こ
の
地
方
に
火
結
が
多
か
っ
た
と
い
う
「
大
韓
地
誌
」

の
記
事
は
、

一
八
六

O
年
こ
ろ
の
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
後
の
野
火
の
延
焼
が
林
地
を
破
壊
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

野
火
も
、
あ
る
い
は
火
回
開
墾
の
と
き
の
飛
火
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

半
島
南
部
の
火
耕
地
域
が
こ
の
よ
う
に
し
て
縮
少
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
半
島
中
部
で
は
一
九

O
五
年
当
時
ま
だ
火
耕
は
極
め
て
ひ

ろ
く
行
な
わ
れ
て
い
た
。
小
林
・
中
村
両
氏
の
報
告
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
江
原
道
ノ
平
坦
地
-
一
シ
テ
地
味
良
好
ナ
ル
所
ハ
、
全
ク
開
拓
セ
ラ
レ
、
傾
斜
地
ト
難
モ
、
之
ヲ
利
用
シ
テ
境
田
ト
ナ
ス
モ
ノ
頗
ル
多
シ
。
」

し
た
が
っ
て
、
半
島
中
部
の
経
済
段
階
は
、
南
部
に
く
ら
べ
て
全
般
に
お
く
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
北
部
に
は
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
火

耕
に
適
す
る
未
耕
地
が
広
く
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
後
の
時
代
、
大
正
年
間
に
は
半
島
北
部
が
火
団
地
域
と
し
て

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
。
何
と
な
れ
ば
、
自
然
的
条
件
の
み
か
ら
半
島
南
部
が
気
候
及
び
土
壌
と
植
生
と
の
関
係
に
よ
っ

135 

て
、
焼
畑
耕
作
に
は
北
部
よ
り
も
は
る
か
に
好
適
で
あ
る
の
に
、
火
田
耕
地
及
び
火
回
民
の
数
量
は
、
北
部
に
か
え
っ
て
増
加
傾
向
を
示

す
か
ら
で
あ
る

(90
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以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
朝
鮮
に
お
け
る
い
ち
じ
る
し
い
森
林
の
荒
陵
と
、
こ
れ
に
伴
な
う
は
げ
し
い
土
砂
の
流
出
の
直
接
的
原
因
は
、

焼
畑
耕
作
の
極
度
の
拡
大
と
、
材
木
の
欠
乏
に
よ
る
燃
料
及
び
緑
肥
と
し
て
の
地
被
落
葉
の
利
用
が
、
植
生
の
再
生
を
妨
げ
土
壌
団
粒
を

破
壊
し
た
こ
と
に
あ
る
。
次
の
間
題
は
、

一
つ
は
そ
の
よ
う
な
火
聞
の
拡
大
が
ど
の
よ
う
な
因
果
関
係
に
も
と
ず
く
か
で
あ
り
、
他
は
、

植
生
破
壊
と
土
砂
流
出
と
が
及
ぼ
し
た
地
域
的
な
影
響
を
求
め
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
c

ま
ず
、
第
一
の
問
題
か
ら
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く

こ
と
と
す
る
。

註
(
1
)
大
韓
の
国
号
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
七
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
の
出
版
は
そ
れ
以
後
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
と
な
っ
た
人

口
、
面
(
村
落
)
数
、
結
数
な
ど
は
、
、
当
時
の
朝
鮮
の
統
計
事
情
か
ら
み
て
、
よ
り
古
い
資
料
に
も
と
ず
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
c

回

著
者
は
、
さ
き
の
予
察
に
お
い
て
、
半
島
の
山
林
に
お
い
て
も
日
本
の
場
合
の
よ
う
に
、
入
会
林
地
的
な
管
理
方
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

そ
れ
が
農
民
の
階
級
分
化
に
と
も
な
う
貧
窮
層
の
増
大
に
よ
り
、
過
度
の
利
用
を
う
け
た
ら
し
い
と
記
し
た
c

し
か
し
、
そ
の
後
の
考
察

の
進
行
は
、
こ
の
よ
う
な
推
定
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
い
資
料
を
多
く
見
出
す
こ
と
と
な
っ
た
c

た
と
え
ば
、

「
土
地
農
産
調
査
報
告
」

ゃ
、
其
後
の
官
行
土
地
調
査
事
業
に
つ
い
て
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
林
野
よ
り
も
集
約
的
で
所
有
権
が
明
確
な
は
ず
の
耕
地
に
お
い
て
す

ら
、
当
時
の
所
有
形
態
は
共
同
所
有
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
て
〔
U
、
林
野
に
つ
い
て
は
日
本
の
場
合
ほ
ど
に
明
瞭
な
入
会
権
の
認
識
が

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
c

こ
の
種
資
料
を
引
用
し
よ
う
戸
市
)
。

「
全
南
南
昌
附
近
の
宿
主
の
言
。
山
林
ハ
皆
官
有
(
?
)
ナ
リ
。
村
民
共
同
シ
テ
借
入
レ
租
税
(
?
)
ヲ
納
ム
。
其
税
額
ハ
松
樹
ノ
繁
茂
セ
ル
度
-
一
依

リ
相
異
ア
リ
(
註
1
)
O

忠
南
江
景
。
土
地
事
情
に
通
ず
る
日
本
人
の
言
。
山
ノ
高
キ
部
分
ハ
官
有
ニ
シ
テ
低
キ
部
分
ハ
民
有
ナ
リ
。
官
有
ト
難
、
植
林
ス
ル
ト
キ
ハ
白
ラ
私
有
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地
ト
ナ
ル
ナ
リ
。

忠
商
文
義
郡
。
山
ハ
私
有
ナ
ル
ア
リ
。
官
有
ナ
ル
ア
リ
。
村
邑
共
有
ノ
モ
ノ
ナ
シ
。

忠
北
報
恩
郡
。
山
ニ
共
有
地
ナ
シ
。

同
沃
川
郡
。
共
同
山
林
ナ
シ
。

慶
南
耳
目
州
の
観
察
使
の
守
口
。
山
林
モ
亦
多
ク
ハ
民
有
ナ
リ
。
但
シ
、
高
山
ノ
荒
レ
タ
ル
畑
山
ハ
官
有
ナ
リ
。
山
林
ハ
無
税
ナ
レ
ト
モ
殆
ン
ト
民
有
ナ
リ

-
4

慶
南
霊
山
郡
の
郡
吏
の
言
。
山
林
ハ
民
有
ナ
リ
。

同
七
山
花
一
小
里
の
老
農
の
言
。
山
林
ハ
附
近
六
カ
村
ノ
共
有
ナ
リ
。

慶
北
大
郎
郡
砧
山
の
農
家
の
言
。
山
林
ハ
民
有
ナ
リ
。
共
有
地
ナ
シ
。

同
竜
宮
郡
吏
の
一
言
。
山
林
ハ
民
有
ナ
リ
。

同
安
東
の
郡
守
の
言
。
山
林
ハ
国
有
ノ
モ
ノ
ナ
シ
。
」

要
す
る
に
、
半
島
南
部
各
地
で
は
民
有
林
が
大
半
で
、
そ
れ
ら
は
無
税
で
利
用
で
き
る
が
、
共
有
と
い
う
権
利
が
確
立
し
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
半
島
中
部
に
つ
い
て
も
、

共
有
地
ハ
其
存
在
ヲ
唱
フ
ル
モ
ノ
ア
レ
ト
モ
、
頗
ル
疑
フ
ヘ
キ
コ
ト
ト
ス
。
或
ハ
山
林
原
野
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ル
ア
リ
ト
難
モ
、
遠
ク
山
奥
ニ
ア
リ
テ

人
民
ノ
屡
至
ラ
サ
ル
地
ニ
ア
ル
モ
ノ
ハ
、
占
有
ノ
実
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
、
ス
ベ
テ
之
ヲ
固
有
地
ト
ナ
ス
ベ
夕
、
近
郷
ニ
所
在
セ
ル
モ
ノ
ニ

ア
リ
テ
ハ
、
附
近
人
民
唯
一
ノ
採
薪
場
ト
シ
テ
何
人
モ
自
由
ニ
之
ヲ
利
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
テ
、
一
見
共
有
地
ノ
観
ヲ
呈
セ
リ
ト
雛
モ
、
実
際
ニ
於
テ
ハ

其
所
有
者
ハ
何
レ
ノ
団
体
ナ
ル
ヤ
分
明
ナ
ラ
ズ
。
名
実
共
ニ
陵
味
ニ
シ
テ
未
タ
以
テ
其
存
在
ヲ
確
認
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

と
い
う
状
態
で
あ
る
{
ぎ
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
入
会
地
と
の
ち
が
い
は
、
地
域
の
居
住
民
以
外
の
者
も
そ
の
土
地
に
自
由
に
立
入
っ
て

利
用
す
る
と
と
が
で
き
る
結
果
と
な
り
、
焼
畑
耕
作
も
勝
手
に
お
こ
な
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
よ
う
な
附
近
住
民
の
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み
の
共
有
権
が
確
立
し
て
い
る
と
、
そ
の
承
諾
な
し
に
は
開
墾
・
伐
採
そ
の
ほ
か
の
利
用
は
で
き
な
い
《
勾
。

し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
半
島

で
は
由
中
に
自
由
な
火
田
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
、
山
林
の
荒
廃
が
急
速
に
進
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
定
は
、
稚
樹
散
生
及
び
無
立
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第 2表

木
地
を
ふ
く
む
、

い
わ
ゆ
る
荒
廃
林
地
の
比
率
が
、
管
理
責
任
機
関
の
は
っ
き
り
し
な
い
国
有

林
野
お
よ
び
、
全
く
管
理
権
が
不
明
な
国
有
林
野
に
お
い
て
最
も
大
き
く
、
信
仰
対
象
で
所
有

管
理
の
確
立
し
て
い
る
寺
院
所
有
林
野
で
は
、
比
較
的
荒
廃
の
比
率
が
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
裏

ず
け
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
々
に
進
ん
で
山
聞
に
火
田
を
ひ
ら
か
せ
た
力
と
な
っ
た
の
は
、

土
地
所
有
形
態
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
、
火
耕
を
妨
た
げ
な
い
社
会
環
境
を
提
供
し
た
に

す
ぎ
な
い
。
火
田
を
生
計
と
す
る
住
民
を
多
か
ら
し
め
た
の
は
、
さ
ら
に
広
い
意
味
で
の
生
活

の
必
要
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
住
民
に
そ
の
よ
う
な
必
要
を
感
じ
さ
せ
る
政
策
に
あ
っ
た
。
社
会

不
安
と
生
計
の
貧
困
化
が
、
郷
土
を
は
な
れ
て
山
聞
に
流
亡
し
て
ゆ
く
者
を
多
か
ら
し
め
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
李
朝
未
期
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
記
述
さ
れ
て
い
る
(
む
。
「
韓
国
土
地
農
産

調
査
報
告
」
に
も
そ
う
し
た
資
料
が
い
く
つ
か
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「
地
所
ヲ
有
ス
レ
パ
地
租
ノ
他
種
h

ノ
税
ヲ
徴
収
セ
ラ
ル
ル
ニ
因
ム
。
故
ニ
速
カ
ニ
放
売
セ
ン
コ
ト
ヲ

望
ム
ノ
ミ
。
如
何
ト
ナ
レ
パ
独
リ
郡
守
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
受
負
収
税
者
ア
リ
テ
種
h

ノ
名
義
ノ
下
ニ
訣
求

セ
ラ
ル
ル
カ
故
ナ
リ
。
」

「
銭
ヲ
貯
蓄
ス
ル
コ
ト
郡
守
ニ
知
ラ
ル
ル
時
ハ
、
郡
守
ハ
誕
ヒ
テ
罪
ヲ
構
へ
或
ハ
種
h

ノ
名
義
ヲ
以
テ

之
ヲ
徴
収
ス
ル
ヲ
以
テ
、
皆
地
下
ニ
埋
蔵
シ
或
ハ
秘
密
ニ
土
地
ヲ
購
入
シ
テ
他
人
ノ
名
義
ト
為
シ
置
ク

ナ
リ
」

「
全
州
。
途
中
旅
人
ヲ
殺
害
シ
テ
金
子
ヲ
奪
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
ヲ
開
ク
。
路
傍
処
h

ニ
空
屋
ヲ
見

ル
。
盗
賊
俳
個
ノ
為
立
退
キ
タ
ル
ナ
リ
ト
云
フ
。



(
当
時
の
在
鮮
日
本
人

楽
安
。
日
本
人
二
名
朝
鮮
巡
査
ト
共
ニ
韓
人
ヲ
捕
縛
シ
テ
来
ル
ニ
会
ス
。
閣
タ
。
貸
借
事
件
ニ
ヨ
リ
斯
ノ
始
末
-
一
至
レ
リ
ト
。

に
は
高
利
貸
を
行
な
う
も
の
が
多
か
っ
た
。
)

時
山
。
一
般
ニ
山
ノ
崩
ル
ル
ガ
如
夕
、
郡
街
ノ
城
壁
モ
破
レ
、
農
舎
モ
陣
屋
ノ
ミ
。
農
舎
ノ
周
問
土
塀
ヲ
緩
ラ
ス
ト
難
モ
、
半
ハ
崩
壌
セ
ル
モ
ノ
多

シ
。
殊
ニ
水
害
多
キ
時
山
附
近
ニ
於
テ
ハ
、
医
又
ハ
萱
等
ノ
材
料
ノ
ミ
ヲ
以
テ
住
居
ス
ル
カ
如
キ
ア
リ
。
此
附
近
ノ
農
家
、
平
野
地
方
ト
山
間
地
方
ト

ノ
差
ナ
ク
、
何
レ
モ
貧
ナ
ル
カ
如
シ
ト
難
モ
、
概
ス
ル
ニ
山
間
務
碕
ノ
地
ユ
却
テ
自
作
農
多
夕
、
概
シ
テ
裕
ナ
ル
カ
如
シ
。
」
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こ
の
よ
う
な
生
計
の
窮
乏
が
、
多
く
の
農
民
を
故
郷
か
ら
ひ
き
は
な
す
。
と
こ
ろ
で
、
火
田
の
租
税
は
忠
清
北
道
永
同
郡
で
は
畠
地
の

-一
3
、
江
原
道
で
は
普
道
畑
の
約

1
一5
内
外
と
み
ら
れ
、
平
地
農
の
負
担
に
く
ら
べ
る
と
は
る
か
に
低
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
収
量
も

低
い
わ
け
で
あ
る
が
、
忠
清
北
道
報
恩
郡
で
い
う
よ
う
に
、
焼
畑
の
鍬
下
年
限
は
三
年
で
あ
っ
て
、
課
税
さ
れ
る
年
に
は
放
棄
し
て
新
ら

し
い
土
地
に
移
る
か
ら
、
課
税
さ
れ
な
い
の
と
同
じ
だ
と
い
う
土
地
も
あ
る
。
火
回
は
通
常
三
年
で
新
ら
し
い
場
所
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
、
林
野
を
自
由
に
使
用
で
き
れ
ば
、
収
量
低
下
は
問
題
に
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。

火
回
で
な
く
て
も
山
間
の
租
税
は
低
い
の
が
一
般
で
、
慶
尚
北
道
安
東
郡
の
長
老
は
、
他
地
方
の
税
率
が
一
負
長
三
八
十
文
で
あ
る
の

に
、
こ
の
地
方
は
山
が
多
い
か
ら
一
負
四
十
文
で
-
山
野
を
開
墾
し
た
耕
地
で
は
そ
の
翌
年
か
ら
一
負
三
十
五
文
を
出
す
の
で
あ
る
と
い

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
日
誌
」
の
記
述
が
し
ば
し
ば
、
山
間
部
の
農
家
の
生
活
状
態
が
平
地
の
そ
れ
に
ま

さ
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
は
、
正
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
著
者
は
、
平
担
部
の
こ
の
よ
う
に
生
活
の
苦
し
い
農
民
た
ち
が
、
故
郷
を

す
て
て
生
活
の
や
や
容
易
な
山
聞
に
入
り
、
火
耕
に
た
よ
っ
て
生
活
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
理
由
が
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
と
思
う
。
何
故

に
平
坦
部
の
農
民
が
特
に
甚
だ
し
い
窮
之
に
お
ち
い
る
か
と
い
え
ば
、
主
と
し
て
農
業
災
害
の
頻
発
と
そ
れ
に
伴
な
う
土
地
所
有
関
係
の
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変
動
で
あ
る
と
考
え
る
。

農
業
災
害
の
う
ち
、
特

t

に
甚
だ
し
い
の
は
早
害
で
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
水
害
で
あ
る
。
李
朝
末
期
に
は
い
ち
じ
る
し
い
農
業
災
害
の
増
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大
が
み
ら
れ
た
が
盆
〕
、

こ
れ
は
一
つ
に
は
火
田
の
盛
行
と
野
火
と
の
延
焼
に
よ
る
林
野
の
荒
廃
、

土
壌
侵
蝕
を
原
因
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
流
出
土
砂
の
増
加
に
よ
り
、
河
床
が
上
昇
し
て
河
幅
が
広
が
り
、
用
水
取
入
が
む
つ
か
し
く
な
る
と
共
に
、
渇
水
量
の
減
少
と
洪

水
量
の
増
大
が
こ
れ
に
伴
な
う
の
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
農
民
が
重
い
課
税
に
よ
っ
て
再
生
産
資
本
を
失
な
い
、
災
害
に
対
す
る
抵
抗
力

を
失
な
コ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
濯
班
・
排
水
の
た
め
の
施
設
が
こ
わ
れ
、
用
具
が
と
と
の
わ
ず
、
減
収
を
ま
ね
く
に
い
た
る
の

で
あ
っ
た
。
行
政
の
額
廃
は
課
税
の
増
加
ば
か
り
で
な
く
、
盗
賊
の
横
行
や
疫
病
の
流
行
と
し
て
も
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
に
加
え
て
し
ば
し

ば
農
民
の
反
乱
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
小
林
・
中
村
両
技
師
の
報
告
に
も
、

「
村
郊
ノ
外
山
村
ノ
隈
、
僅
-
二
、
二
戸
ヲ
存
ス
ル
住
家
ノ
或
ハ
傾
キ
テ
壁
破
レ
、
或
ハ
火
災
ニ
ヨ
リ
僅
ニ
四
壁
ト
温
突
床
ト
ヲ
残
存
ス
ル
モ
ノ
ア

リ
。
是
レ
火
賊
(
註
3
ご
一
災
セ
ラ
レ
剰
盗
ノ
禍
ス
ル
ノ
致
ス
所
ニ
シ
テ
、
吾
人
旅
行
中
ニ
之
ヲ
見
ル
コ
ト
敢
テ
診
ト
ナ
サ
ザ
リ
キ
。
」

と
み
え
て
い
る
。
さ
ら
に
天
然
痘
そ
の
他
に
つ
い
て
、

「
年
h

伝
染
病
ノ
流
行
ヲ
来
シ
寿
ナ
ラ
ス
シ
テ
発
ル
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
ス
。
之
ヲ
彼
地
ニ
在
ル
我
邦
ノ
医
ニ
開
ク
ニ
、
天
然
痘
・
赤
痢
・
腸
チ
フ
ス
・

.
マ
ラ
リ
ア
・
咽
喉
病
・
肺
病
・
花
柳
病
ノ
如
キ
ハ
、
其
ノ
最
盛
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
。

「
天
然
痘
ノ
死
体
、
丘
陵
又
ハ
山
麓
ニ
架
ヲ
作
リ
、
菰
包
ト
ナ
シ
テ
掛
ケ
置
ク
ヲ
見
ル
。
」

と
も
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
農
民
の
苦
難
を
増
す
も
の
に
、
日
本
・
中
国
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
ど
の
韓
国
植
民
地
化
の
動
き
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
組

悪
な
商
品
の
流
入
と
か
、
そ
れ
に
と
も
な
う
在
来
手
工
業
の
衰
退
が
そ
れ
で
あ
り
(
幻
)
、

さ
き
に
「
日
誌
」

が
記
し
た
日
本
人
高
利
貸
の

横
行
な
ど
も
、
農
民
た
ち
を
甚
だ
し
く
収
奪
す
る
も
の
で
あ
っ
た
戸
与
。

こ
う
し
た
経
済
状
態
の
下
に
、
農
地
の
多
く
が
京
城
そ
の
他
の
都
市
に
住
む
不
在
地
主
の
手
中
に
集
中
さ
れ
、
在
村
農
民
の
大
多
数
が

小
作
農
に
転
落
し
て
い
っ
た
。
そ
の
う
ち
で
も
、
山
間
部
で
は
自
作
農
が
比
較
的
多
い
こ
と
は
、
多
く
の
報
告
が
一
致
し
て
い
る
。
山
間



部
に
は
、
中
央
政
府
の
権
力
も
、
外
国
の
経
済
力
も
侵
入
が
お
く
れ
た
こ
と
が
、
住
民
の
生
活
を
い
く
ぶ
ん
安
定
さ
せ
て
い
た
と
も
解
釈

で
き
る
。
し
か
し
、
農
民
生
活
の
窮
乏
化
に
関
し
て
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
・
経
済
的
要
因
を
よ
り
深
く
追
求
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
歴
史

林地荒廃現象からみた朝鮮半島南部の歴史的地域構造

の
専
門
家
た
ち
の
領
域
に
立
入
り
す
ぎ
る
か
ら
、

註
(
1
)
朝
鮮
で
は
、
山
林
に
「
松
田
」
の
別
名
が
あ
る
。
回
は
耕
地
一
般
を
き
し
て
い
る
か
ら
、
山
林
が
松
樹
を
生
育
さ
せ
る
場
所
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

(
2
)

一
負
は
課
税
単
位
「
結
」
の
百
分
の
一
に
当
り
、
一
斗
落
の
面
積
に
対
す
る
負
数
は
通
常
三

l
七
に
相
当
す
る
。

(
3
)
火
織
は
半
奴
隷
的
賎
民
や
流
民
が
、
集
団
で
山
中
に
こ
も
り
、
富
農
豪
家
を
掠
奪
す
る
も
の
。
一
六

l
一
九
世
紀
に
半
島
各
地
を
横
行
し
た
。

こ
れ
だ
け
に
止
め
て
お
く
。

五

林
地
の
荒
廃
が
ひ
き
お
こ
し
た
地
域
的
現
象
と
し
て
は
、
ま
ず
燃
料
・
緑
肥
の
不
足
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
「
日
誌
」
の
記
事

は
さ
き
に
も
引
用
し
た
が
、
他
の
場
所
に
つ
い
て
の
興
味
あ
る
と
こ
ろ
が
}
引
い
て
お
こ
う
。

「
霊
光
|
砂
倉
。
て
山
野
。
山
林
多
タ
耕
地
少
ナ
ク
、
山
野
ハ
多
ク
ハ
小
松
及
芝
草
ヲ
以
テ
覆
ハ
ル
所
多
シ
ト
錐
モ
、
元
来
山
林
多
キ
地
方
ナ
ル
ヲ

以
テ
、
樹
木
(
ア
カ
マ
ツ
・
ク
ヌ
ギ
Y

ツ
ツ
ジ
・
カ
シ
ワ
・
イ
ゴ
)
ハ
割
合
ニ
多
ク
残
存
シ
、
下
草
ノ
如
キ
モ
刈
リ
残
レ
ル
処
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
如
ク
見

受
ケ
タ
リ
。
樹
木
ノ
下
校
ハ
多
グ
切
リ
去
ラ
ル
。

「
砂
倉
|
長
城
問
。
て
山
野
、
長
城
ニ
近
ツ
タ
ニ
従
ヒ
一
般
ニ
緒
禿
ト
ナ
ル
。
砂
倉
ヨ
リ
三
塁
、
新
村
附
近
ニ
ハ
丸
太
以
上
ノ
松
樹
密
生
セ
ル
処
ア

リ
。
又
長
城
ノ
南
方
ク
ヌ
ギ
其
他
潤
葉
樹
ノ
林
ア
リ
。
ハ
ン
ノ
キ
ノ
叢
生
セ
ル
所
モ
見
ル
。
丘
陵
及
河
辺
等
昨
日
ニ
比
ス
レ
パ
開
墾
ノ
余
地
ア
ル
ヲ
見

ル
。
四
道
村
附
近
ニ
ハ
緩
傾
斜
ノ
丘
陵
ア
リ
テ
未
タ
関
カ
レ
ズ
。
里
人
-
一
関
ケ
パ
、
土
質
構
薄
ナ
ル
ト
燃
料
欠
乏
ノ
為
ニ
開
カ
ズ
ト
云
ヘ
リ
。

晋
州
附
近
。
て
山
野
。
山
頂
マ
テ
開
墾
シ
樹
木
ハ
皆
無
ナ
リ
。
落
葉
ハ
勿
論
、
島
地
陸
稲
株
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
モ
熊
手
ニ
テ
掻
キ
集
メ
燃
料
ニ
ス
ル
モ

ノ
ノ
如
シ
。
」

141 

こ
の
よ
う
に
燃
料
が
不
足
す
る
た
め
、
燃
料
費
は
生
計
費
中
で
食
費
と
共
に
最
も
重
要
な
も
の
と
な
り
(
お
〕
、

朝
鮮
の
農
村
市
場
で
の
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大
き
な
商
品
は
新
で
あ
る
公
)
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
下
草
地
被
の
採
取
が
さ
ら
に
林
地
荒
廃
を
促
進
し
た
こ
と
は
、
本
稿
の
は
じ
め

に
述
べ
た
と
う
り
で
あ
る
。

最
も
畠
庶
民
た
ち
に
い
ち
じ
る
し
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
耕
地
へ
の
土
砂
の
流
入
と
、
河
床
上
昇
に
よ
る
、
洪
水
の
頻
発
で
あ
っ

た
。
「
日
誌
」
を
引
と
う
。

「
晋
州
附
近
。
て
地
勢
。
晋
州
ハ
四
国
山
岳
ヲ
以
テ
緩
ラ
シ
タ
ル
一
平
野
ニ
シ
テ
、
中
央
ニ
洛
東
江
貫
流
ス
。
江
岸
汎
濫
ノ
為
メ
ニ
大
ナ
ル
砂
地
ヲ

白
生
シ
、
洪
水
ノ
度
毎
ニ
多
少
ノ
異
動
ヲ
為
ス
。
砂
地
ハ
未
耕
ノ
処
少
ナ
カ
ラ
ス
ト
難
モ
、
河
岸
一
帯
一
一
品
ト
ナ
シ
水
利
ヲ
得
テ
水
田
ト
ナ
セ
ル
モ
ノ
ハ

僅
カ
ニ
山
麓
ノ
地
方
ト
ス
。

園田寧
l
霊
山
問
。
て
山
野
。
一
般
ニ
昨
日
ニ
異
ナ
ラ
ス
。
(
山
ハ
禿
ケ
松
モ
少
シ
0

〉
赤
松
ノ
緩
小
ナ
ル
モ
ノ
多
シ
。
偶
h

機
ノ
点
在
ヲ
見
ル
モ
下
草

落
葉
ノ
如
キ
ハ
皆
掻
キ
採
レ
ル
ヲ
見
ル
。
故
ニ
山
骨
ノ
露
出
ス
ル
所
、
土
砂
ノ
崩
壌
ス
ル
所
少
カ
ラ
ズ
。
霊
山
ニ
近
ク
諸
山
多
シ
。
為
-
一
僅
カ
ニ
幅
五

尺
深
二
寸
位
ノ
水
流
ヲ
有
ス
ル
幅
二
百
五
十
間
ノ
砂
川
ナ
ト
ア
リ
。

半
月

l
一
ニ
浪
津
問
。
(
前
略
)
荒
蕪
セ
ル
土
地
ニ
鮭
形
ヲ
存
ス
ル
モ
ノ
多
シ
。
是
レ
以
前
耕
作
セ
ル
-
託
ニ
シ
テ
、
所
謂
未
墾
地
ナ
ル
モ
ノ
ハ
此
類
ノ
モ

ノ
多
シ
。

密
陽
|
詩
礼
問
。
(
前
略
)
山
岳
我
々
ト
シ
テ
道
路
甚
タ
険
悪
ナ
リ
。
谷
間
ハ
石
磯
ヲ
以
-7
埋
メ
、
道
路
カ
河
流
カ
将
タ
耕
地
カ
殆
ン
ト
弁
ス
ル
能
ハ

サ
ル
程
荒
レ
果
テ
タ
ル
処
ナ
キ
ニ
非
ズ
。

曲
淵

l
新
酒
幕
開
。
蔚
山
以
来
水
田
ハ
多
グ
湿
田
ニ
シ
テ
、
水
害
ノ
為
メ
土
砂
ノ
押
流
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
多
ク
、
国
内
砂
丘
ヲ
見
ル
コ
ト
震
#
ナ
リ
キ
。

阿
火

l
大
郎
問
。
丘
陵
ハ
勿
論
山
岳
亦
樹
木
ニ
乏
シ
。
大
ナ
ル
砂
川
及
砂
堤
ハ
諸
所
-
一
見
ル
。
山
林
ハ
下
草
落
葉
能
ク
掻
キ
採
レ
ル
処
多
ク
、
山
骨
現

レ
緒
山
少
カ
ラ
ズ
。
大
郎
ニ
近
ツ
ク
ニ
従
ヒ
、
殊
ニ
其
然
ル
ヲ
覚
ュ
。

仁
同
|
長
川
問
。
山
岳
皆
土
砂
ヲ
押
シ
流
シ
、
為
ニ
次
第
ニ
川
ヲ
埋
ム
。
而
シ
テ
汎
濫
ヲ
防
ク
ニ
築
堤
ス
ル
ニ
亦
砂
ヲ
以
テ
ス
。
故
ニ
河
底
ハ
附
近
ノ

水
田
ヨ
リ
モ
高
マ
レ
ル
処
珍
ラ
シ
カ
ラ
ズ
。

義
裁
l
安
東
問
。
洛
東
江
畔
大
ナ
ル
堤
防
ア
リ
。
今
ヤ
江
流
ノ
砂
高
ク
シ
テ
耕
地
却
テ
低
ク
、
且
ツ
安
東
ノ
背
面
山
脈
ハ
花
崩
表
禿
ケ
テ
盛
ニ
崩
流

ス
。
之
ヲ
江
流
-
一
導
ケ
ル
溝
ア
リ
。
幾
条
カ
此
耕
地
ヲ
横
断
ジ
テ
通
ス
。
而
シ
テ
之
ヲ
年
A
淡
深
ス
ル
ヲ
以
テ
、
堤
防
ハ
漸
h

高
ク
洛
東
江
畔
ノ
モ
ノ



ト
同
シ
。
此
/
如
ク
ニ
シ
テ
自
然
ノ
状
態
耕
地
ハ
箱
/
底
ノ
如
ク
ナ
ル
。
」

し
た
が
っ
て
、
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「
安
東
-
一
一
於
テ
ハ
(
中
略
)
平
地
ハ
以
前
水
田
ナ
リ
シ
モ
ノ
モ
砂
地
ト
化
シ
、
畑
作
モ
亦
将
ニ
漸
グ
不
可
ナ
ラ
ン
ト
ス
。
是
レ
絶
エ
ス
上
流
ヨ
リ
来
ル

所
ノ
砂
流
ノ
為
ナ
リ
。
」

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

た
と
え
水
害
に
あ
っ
て
も
、
回
の
形
が
少
し
で
も
残
っ
て
い
れ
ば
免
租
地
に
は
な
ら
な
い
。
租
税
額
が
地
方
に
割
り
あ
て
ら
れ
て
定
ま

っ
て
い
る
か
ら
で
、
人
口
が
減
ず
れ
ば
二
戸
当
り
の
賦
課
は
逆
に
増
加
し
、
ま
す
ま
す
地
域
社
会
の
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で
あ
っ
た
c

し
た
が
っ
て
流
亡
移
住
し
て
郷
呈
を
離
れ
る
こ
と
は
極
力
制
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
落
住
民
は
減
少
し
て

い
っ
た
。
た
と
え
ば
群
山
・
木
浦
・
馬
山
・
釜
山
・
大
田
な
ど
の
人
口
は
し
だ
い
に
増
加
し
、
新
築
家
屋
も
み
ら
れ
る
の
に
、
附
近
農
村

の
人
口
は
減
じ
、
家
屋
が
こ
わ
れ
た
ま
ま
に
残
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
に
も
封
建
的
地
域
社
会
が
変
動
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
三
成
・
有
働
両
氏
の
報
告
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
住
民
ノ
異
動
ハ
少
ナ
シ
ト
セ
ズ
。
耕
地
山
野
ノ
荒
蕪
ニ
帰
ス
ル
為
、
盗
賊
ノ
為
、
都
会
ニ
於
ケ
ル
生
活
方
便
ノ
発
達
ノ
為
、
転
h

シ
テ
安
息
ノ
処
ヲ

求
ム
ル
ノ
状
況
ナ
リ
。
余
等
ノ
目
撃
セ
ル
所
ニ
依
レ
パ
、
村
落
地
方
-
一
於
テ
ハ
寧
ロ
廃
屋
多
ク
シ
テ
、
新
屋
ハ
都
会
附
近
ニ
多
少
之
レ
ア
ル
ヲ
見
ル
。

即
チ
大
体
ニ
於
テ
ハ
村
落
ヨ
リ
村
落
ニ
移
ル
モ
ノ
ヨ
リ
モ
、
都
会
ニ
移
ル
モ
ノ
多
キ
コ
ト
確
ナ
リ
ト
信
ズ
。
慶
尚
北
道
竜
宮
附
近
ハ
山
骨
露
出
シ
、
耕

地
ノ
荒
蕪
モ
防
キ
得
ザ
ル
ノ
有
様
ナ
ル
ヲ
以
テ
移
ル
モ
ノ
殊
ニ
多
キ
ガ
如
シ
。
左
ニ
数
個
所
ノ
調
査
ヲ
掲
グ
。

慶
南
密
陽
附
近
農
村
。
四
五
十
年
前
ニ
ハ
五
十
余
戸
ア
リ
シ
ガ
、
今
ハ
三
十
戸
位
ト
ナ
レ
リ
。
(
老
農
)

慶
北
大
郎
附
近
農
村
。
年
h

他
ニ
移
住
シ
減
少
ス
。
(
洞
長
)

同
竜
宮
郡
。
年
h
出
稼
シ
減
少
ス
。
(
郡
守
)

同
阿
火
村
・
以
前
ハ
百
戸
以
上
ナ
リ
シ
モ
、
今
ハ
七
十
九
戸
一
一
滅
セ
リ
。
是
レ
畿
僅
等
ノ
為
ニ
京
城
或
ハ
忠
清
道
辺
ニ
移
住
セ
ル
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
。

長)」
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
韓
併
合
直
前
の
朝
鮮
半
島
南
部
の
景
観
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
山
地
に
は
樹
木
が
之
し
く
、
各
所
に
土

壌
侵
蝕
に
よ
る
峡
谷
が
出
現
し
、
流
出
土
砂
に
よ
る
広
大
な
砂
の
川
原
と
洪
水
に
よ
る
荒
廃
耕
地
が
山
麓
に
展
開
す
る
。
小
河
流
は
天
井

川
と
な
っ
て
高
い
堤
防
が
走
り
、
集
落
は
水
害
を
さ
け
て
高
所
に
密
集
す
る
。
隣
村
が
あ
ら
わ
れ
る
一
方
で
は
都
市
周
辺
が
ス
ラ
ム
化
し

た
。
こ
う
し
て
林
地
荒
廃

l
農
業
災
害

l
人
口
移
動
i
植
生
破
壊
と
い
う
悪
巡
環
が
く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
朝
鮮
領
有
に
と
も
な
う
緑
化
政
策
は
、
植
林
と
い
う
技
術
的
方
式
の
み
に
よ
っ
て
、
地
域
の
全
構
造
の
封
鎖
的
連
関
そ
の
も
の

を
変
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
日
本
人
地
主
の
土
地
所
有
増
大
や
土
地
国
有
化
に
と
も
な
っ
て
、
小
作
農
の
比
率
は
増
大
す
る
ば
か
り
だ

っ
た
し
、
工
業
化
抑
制
に
よ
っ
て
農
民
の
他
産
業
へ
の
転
化
も
進
ま
な
か
っ
た
。
火
国
民
人
口
の
増
加
や
土
幕
生
活
畠
1
)
を
す
る
民
衆
の

出
現
な
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
構
造
に
よ
る
地
域
的
現
象
の
例
と
い
え
よ
う
。

註
(
1
)
京
成
そ
の
他
大
き
な
都
市
の
郊
外
に
、
穴
居
生
活
を
し
て
日
雇
そ
の
他
の
労
働
に
従
事
し
た
人
h

を
、
土
幕
民
と
称
し
た
。
栄
養
不
良
と
非
衛

生
的
環
境
か
ら
肉
体
的
奇
形
の
発
育
状
態
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

....... 
J、

既
に
述
べ
た
と
と
ろ
を
要
約
し
て
図
式
的
に
示
せ
ば
、
第
二
図
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
林
地
の
荒

廃
過
程
が
一
つ
の
環
状
連
関
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
環
は
林
地
荒
廃
1
耕
地
荒
廃
1
生
計
困

難

l
地
被
落
葉
採
取
|
林
地
荒
廃
と
い
う
小
さ
い
環
状
構
造
と
、
林
地
荒
廃
1

耕
地
荒
廃

l
住
民
流
亡

l
火
回
開
墾

l
林
地
荒
廃
と
い
う

大
き
い
環
状
構
造
と
の
二
重
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
ず
く
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
林
地
荒
廃
現
象
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
こ
の
二
重
環
状
の
作
用
連
関
過
程
を
、
ど
こ
か
v

で
中
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
環
状
連
関
は
作
用
が
一
方
向
に
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向
っ
て
進
行
循
環
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
主
と
し
て
環
の
外
側
か
ら
加

わ
っ
て
く
る
国
内
政
治
の
預
廃
と
、
外
国
勢
力
の
侵
入
と
の
こ
つ
の
力
に
も
と
，
す
い
て
い

る
か
ら
、
こ
の
力
を
担
止
し
な
く
て
は
環
状
構
造
の
運
動
は
停
止
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
の
朝
鮮
統
治
は
、
だ
か
ら
山
野
緑
化
に
充
分
な
成
功
を
み
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え

図

る。

第 2

第
2
図
の
よ
う
な
理
解
は
、

筆
者
が
別
に
報
告
し
た
地
域
の
構
造
分
析
(
幻
)
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他
の
林
地
荒
廃
地
域
と
の
聞
に
地
域
構
造
の

対
比
を
可
能
に
さ
せ
る
。
日
本
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
や
近
畿
地
方
に
お
け
る
林
地
荒
廃
地
域

と
、
朝
鮮
半
島
南
部
と
の
地
域
構
造
の
差
異
は
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
の
地

域
構
造
が
、
さ
き
の
小
環
状
構
造
に
類
似
し
た
も
の
を
も
つ
が
戸
号
、

大
環
状
構
造
を
も
4

っ
て
い
な
か
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
構
造
的

理
解
は
、
必
ら
ず
し
も
林
地
荒
廃
か
ら
は
じ
め
て
と
ら
え
る
方
法
の
み
に
よ
ら
な
く
て
も
よ
い
。
た
と
え
ば
、
小
池
洋
一
氏
の
手
が
か
り

は
、
注
民
の
山
地
流
亡
|
火
回
開
墾
と
い
う
事
象
連
闘
に
よ
っ
て
い
る
(
約
百

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
の
部
面
に
つ
い
て
は
別
稿

を
期
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
記
す
こ
と
を
さ
け
る
c

本
稿
で
は
、
さ
き
に
果
さ
な
か
っ
た
日
本
の
は
げ
山
地
域
と
朝
鮮
の
そ
れ
と
の

対
比
を
、
さ
ら
に
詳
論
し
え
た
点
で
目
的
に
近
。
す
い
た
と
考
え
た
い
。

(
一
九
六
一
・
一
一
・
八
)
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